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奈良文化財 研究所は、調査・研究の成果を社会に還元す る 慄
として、各種データベ ースの公闥を長年に渡って行っ てい る。今
回、それぞれのデ ータベ －ヽスの特徴を詳しく知ってい ただき、研
究者の方々の謌 瓷・研究のみならず、文化財に関する調べもの 一
般に も広く活川してい ただける よう、案内 の書としてこの 埋蔵 文
化財 ニュー スを作成した。 本稿の文責は、企画調整部文化副情 報
研究 室にある。
データベース一覧
奈良文化財胼 薛 のラし 夕ぶ スヘのアクセスは、研究所のホ
－ ムペ ージ から、画 薑右側 にある
データベ －ヽスのボタンをクリックし、そ れぞれの リン クを辿って
ほしし｀ 、
2014 年 ３月現在､ 余良文化財研劭 沂の データベー スとして掲載
されてい るものは、以 下の通りである。
・木簡デ ータベ ース
・木廁 蚓象升 一タベ ース 〔木簡字典〕（日・韓・中・英）
・木簡画像デ ータペ －ヽス・木簡字典／電 子くず し乍 字R典データベ
ース畄 弗検索
・木簡人名デ ータベ ース
・全国 木簡出十洫 跡 ・鄙 り書デ ータベ ース
・墾占 上器画像デ ータベ ース〔墨 書土器冫夾 〕
・遺跡 データベ ース
・地方官衙関 係追跡デ ータベ －ース
・ 占代 朔 浣遺跡デ ータベ ース
衵 皿 夕斗 ス
・惷 跡の斜函 剥麥データベ ース
・発掘庭園デ ータベー ス
・Ａｎ･hacologkally Excavated Japanese Gardens
・Japanese Garden Dictionaiり･
・所蔵図 書データベー ス







これ らのデー タら スは、いくつｶ 叨 グノレープに分けて考える
ことがで きる。
ベ ースには、木簡データベ ース
関係の 複数のデ ータベ ースと、墨書十湎 囲 象デ ータベースがあ る。
木簡デ ータ心 スファ ミリーとも言うべ き一群は、
・木簡デ 一゛一ﾀﾍﾞ 一ヽ ｽ
・木簡 齠 象データベー ス 〔木簡字 典〕
・木簡裲改 データベース・木簡字 典／電子くずし聨 字二典データベ
ー ス連携検索
・木簡人名デ ータベ ース
・剞 玉沐 簡出土遺跡 ・報告書データペース
・木簡ひろば
からなる。
木簡デ 一ータペースは、１点の木簡を １レコードとするデ ータペ
ー スで、木簡が木製の 遺物である ところに着目してい ると言うこ
ともできる。 これ4こ対し、木簡字典は、ひとつひ とつ の文字 を対
象 としたデータベ ースであ る。文字を対 象とすることで、同じよ
うに 文 十ひ とつひ とつ を対象 としている東京 大学史料編 纂所の
電 子くずし諄す 典デ ータベ ースと連携検索を尖現してい る。
木簡に現れ る人名 に注目したのが、木簡人名デ ータベ ースで、
木簡が出土した遺勁や 、木簡 に関 する記述があ る発掘 詢 哺 晧 一書
を集成したもの力啼 伺 木簡出上遺跡・報告書データふ スとなる。
また、これらを統合し、陷 巫情報と合わ 世て提 供する ポータル
サイトとして、木簡ひ ろ1カ; ある。 顯１家で ない人 でも、順を追
っで？習できるように工夫 されている。
この ように木簡 に関す るデ ータベー スは互い に関連し たひ と
つの群を成してお り、それぞれをつなげ て有竰 舌用 していただく
ことにより、より深く また広く調杏・研究に資す るもの となって
いる。
墨書土器卯改 デ ータベ ースは、墨 書上器字典とい う別 称 付Ｒす
よ うに木簡字 典の考え方を 、文字が記され た土器に 関す るデータ




瑚 こ関する升 タベ ース
遺跡 に関するデ ータベー スとして、迫跡 外 一タベ ース、地方官
衙 艱 系遺跡デ ータふ ス、Ｍ 弋朔浣追跡デ ータベ ースの ３つがあ
る。後述 する官 衙関係迫鋤整 備データベースも官 衙に関するデ 一ヽ
タベ ースだが、 造劾整 備に亂皀をおい た升 タベ･－スなので、遺
蹣伺 係のデー タ心 スとは分1すて考える。
遺跡デ ータベ ースは、で全涓 を対象 に、追跡 として報告されたす
べてを 必F象として、いわば遮 咐 青報の 百貨店を 川指して整備して
い るものであ る。
地方官衙関 俯 豈跡 データ斗 スは、
されたり、その 可能↑生があると報告されている遺跡 について、特
に遺物 遺構の詳 しい 陦報を提供する。
占代 刎 完靡 亦デー タベースは 、
れ たり、その 鱧 掛生があると報告されている追跡 につい て、特に
造劾整 備に関するデータベ ースには 、’削 邱鶏 隧 廁 整 備 外 一夕
ベ ースと迦 跡の 斜面f眉 蛬データベ ースがあ る。
官衙関係 の遺跡 につい てその整 備手法な どを詳細 に述べる も
のが■^urnm 整 備データベ ースで 、傾斜地にある遺跡7）斜面
に対し どのよ うな整 備 予法を用い てい るかをデー タペ ース化 し
たものが、遺跡の斜面保護 デ ータベ ースとな る。
庭園 に関 するデ ータベ －ヽス
圈 溷も建物 と同 様に、i駭 しての
機 能 を保 つた ま まで 遺 存 して い る よ り も 、埋 没 し て い て 錮 柧 周査
に よ っ て 発 兄 され る 例 が多じ 発 掘 謌 在 され た 庭 園 に 附 するデ ー
タベ 一ヽ ｽ が 、 発 椥底 冊デー タベ ー ス で あ り 、そ の 内 容 を 剪 陌ｲ匕し
た も の が 、Ａｎ:haeoiogfcaUy Excavated Japanese Ｇａrxｉｅｎs で あ る。
こ の 英 語 版 デ ー タベ ー スの 理 解 を 深 め る た め に 関 連 用 語 を解 説
し た の が 、Japanese  Garde､ｎ Dictionary とな る。
戈皷 や史料のチ ータベ ース
奈良刻 匕財研 究 衙は､ 調 査･ 研究業務に関連する図書を所 ほし、
広く一羲 の方々の1冕丿覧にも供している。 その助け とす るために、
研究所 に來られ なくて もイ ンターネ ットを通 じて 蔵書 検索 が可
能 となるように提供しているのが、画 逅 迴l データベ －ヽスである。
、また部厚い ものが多いた
めに、その内容を簡便に知る力法が求められ てい た。 こ ういった
需 要に答える形で整 備されてきてい るのが、発掘調 査報告劃 少録
である。 奈良 文化財研究所では、
告J 瓢 録 をデータ斗 ス化して提供してい る。
奈良文化財研究所はその設霆当初より、古代社寺の扣院 を行い
２
その中で多 数の文眞調杏を行ってきてい る。それ らの成 果の一 部
をデ ータベ ース化 したものが、薬師 肩 顋i文書デ ータベ ースと大
宮家 文茜データペ ースであ る。
遣物 のデ ータベ ース
造物 のデータベ ースは 木簡を除けば、公 俳|できる段 貂 こ達して
いる ものは多 くはな叭 こね ま、出土造物 に関しては まず整 理作
業の管理にかかわるデ ータベ －ースが作られるために、当事者 以外
には必要のないi帥 助;多い ためである。 造物 の種 類ごとに、ま と
まっ た情報が 整備された ものから、報告 政を佝 戉した り升 タベ
ースの再構 築を行っ てい る。 嘔畩京出 月i覡 デ 一ヽ ﾀ ﾍﾞヽ－スは、遺
物デ ータベ ースの公開 に先鞭をつけるものとjEi‘えるだ ろう。
公開デ゛ タペ ースの整備は、研究成果 公開 のｲ1効 手段 として、
今後とも継 続するとともに 、研 だ支援を 目的 として新た にデヽ-一夕
ベ ース作成 も企1由i巾であ る。
現 在 、 哂 デ ータベ ースのひ とつ と
して、考占捐辿雑誌論文情報補完データ斗 スがある。考古ワ関
係の雑誌類につい て、著名な物は、
に関するデ ータベ ースであ る ｏＮｎ で検 索することが 可能である。
しかし、地方の款 応や伺人誌に近いもの等、現存するインター ネ
ットの升 タベ ースで検索 できない雑誌も多く存在している。 そ
こで、考却 毀t洳 誌 とtl釿 した雑誌で、奈良文化財研 究面 河沂蔵
している雑誌 につ いて、記載 されている論文に関するデ ータ心
スをイ悩 父し、既 存の 論文デ ータベースを補完 する情報を提供しよ






ータベースフ ィールド 名は 【 】に入れて示した。
木簡データベース
はじめに




木簡デ ターベー スにアクセスすると説明のペー ジが表示され

















まず、利 用方法の ぺー ジを読 み、{彭 方ヽを癇 眸するこ とが肝要
である。 凡例のページでは、木簡データベ ースのaa}々 のフィール
ドについ て解説してい る。フィールドの特t生を理解 して11ﾓしく利
用してい ただくＥで重要な情報を掲載してい る。























検索はぞれぞ汕 フィールド｀について 劬 」「碵 刊 夊」「完
全 我」の各条件を指定できる。
データ戈字列の中に検索文郭列が含まれている場合＝包含
デ ータ る場合=先愆卜 致
デー タの戈ｔ抄 りと検索文 十列 が完全に 等しい 唹合＝完 令一一致
となる。
ただ、検索 には文字コードが異な る文 乍であっても同一視する
場 合や、特定の文t を 検索 対象か ら除 外するといった機能滷 勃 卩
されている場合があるので注皀が 必要であ る。
表紙 ページの［お知 らせ］2001.5.31　に記載している ように 、
木簡データベー スでは、読 み切っていない文字 （口 〔ヵ〕として
表示）も前 後の文字と通して検索で きるよ うになっている。
例えば「式部 省」で検索す ると、「式邦 省」とい う本 文の也r 口
〔式ヵ〕 部省」や 「辺 コロ 〔部 省力〕」な ども検索可能である。
但 し、 それ らも全て 「式部 省」
と表示される。 また、例えば 「式口口口口口 部省」とい うような
木簡が あっ た場合にも、　「式部 省」で検 索されるこ とになる の
で､?l遐 が必要 である。本 文を個 々の 木簡の詳細データで1砿 忍し、
さらに出陶 こあたっていただきたしｔ
こ の よ うに 、 し、実際 の
検索睇 こ必凄 となる機 能を特に盛 り込んでいるところに、このデ
ータベ ースの特色 のひとつ がある。
実 際の検索例で説明 する。検索画面で、「吉備」と入力す ると、
検索対 象の全フィールドに対す る 包含検索力哘 われ、結果が20
点ずつの 一覧 表示 される （図1 ）。 表示 されるフィールドは、【連
番】【 本文KW1C 】【型式 番号】【㈲tt】【讖 亦名】である。
図 １　木簡デー タベ－ヽスでの検索 結果 一覧 表示
一覧 表示でiま、本文はKW1C 表示される。 ＫＷＩＣ とは、Key
Word  In Ｃｏｌ tｅｘtの略 で、検索語を文脈の中でとらえて比鮫 しや
すい よう4こ配置 して表示するものであ る。 文脈の中でとらえるこ
と に よ り 、 るこ とが可能である。「吉
備 」の例では 、人名として使われてい る場 合、地名 として使われ
ている場合があ るこ とがよくわかる。
また、この 枦吋 は 、本文に 「吉備」の語 句がない木簡 も表示さ
れてい る。 こね ま、検索夂1彖 の全フ ィール ドに刔す る検索を実行
してい るので、本文 以外のフィノレ－ードに 「吉備」の語が入 力され
ているためにヒットしているものであ る。
・内親王御 許米半升受 筥入女○ ◇・九月十六日豊鈿 ○◇
の木簡では 、【人名 】のフィール ドに 「内 親王」が 吉備内 親王 で
あることが示 されてい る。
詳細な情 報を 見たい 木簡に対しては、【連番 】の部 分を クリッ
クすることで、詳細 山湎 が表示される。先ほ どの木簡につい てそ
の詳舶時 報を表示すると図 ２のようになる。
一覧表示では示 され ていなかったフィールドも全 部、その内容
を見ることができる。 さらに、すべて の木簡についてではない も
のの、写真も痾 寸･されている。 文 字猜 報と共に表示 されているの
は、索引としての画像であ り、そこをクリックするこ とで、より
詳細な画像を表示可能である。
木簡に記されてい る文字は、一部が欠損 してい たり、木の表面
状 態力t良くないなどの理山で、釈a劭; 困難なことがしば しばある。
本 文デ ータ として挙げ られてい る文字 の読み と写真とを 比較 検
討するこ とが可能となっている。
４
図 ２ 木簡デー タベ･－ス詳細 巾湎
フィール ドの中で、文 字=資料の 内容理 解を助 けるた め注目すべ





これらは、先ほど｢ 吉備｣ で検索した結果の説明の 中で触 れた
よ うに、木簡の本 文に記戯 されている文 幸砂11そのもの だけではな
くて、その 表現のＤ 鵆するところを解 釈した成 果を盛 り込んでい
るところに特徴が ある。
【国郡郷里】のフィール ドを活 用して、木簡の本文に｢ 参河国
朔 舊郡｣ とある木簡について、国郡名を｢ 割 印嬶 爵豆郡」として
検索できるよ うにしてい る。標 呷靹 な表記での検索を 可能とする
ことで、表記の揺 れに よって検索でヒットしなくなることを防い
でいる。
【和暦】のフィールドでは、尨淀 され る年 号を記載している。
例えば、本文に｢ ・廿九日壬申○口→｣ とい うデ ータがある木 簡
では、この 日付と干支の組 み合ね 世で、可回 生のある年月の 侯有li
を乕jaとして、
く持統10 年 けj29 日･ 大宝 １年２月29 凵･ 大宝 １年4 月29 凵・
慶雲 ３年３月29 日〉
と記して検索に供している。
ある情報を、 矯淺ベ ースに照らして 調整し、その成果を再び 検




木簡字典は 木簡の 文字 ひとつひ とり を対 象としたデー タベ ー
スであり、「木陰i･鶚 とは」のところで詳しく述べてあ るように 、
複数の狆7 萼 究費補助金による研究の成果を含んでい る。
20M 年 ３ 月現在で、丈､?聊改 数は66,000 点を越え ている。 こ
れらは飛鳥 ・奈良時 代を 中心 とする11刳りこ書力れ た夊ご冫にISIけ る
情 報として、 戈丿 二の変遷な どを探る基礎となる ものであ る。
検索上の特徴
このデータベ ースにおけ る検索上の特徴は、対 象文 一i:をいろい
ろな|､II疎 で､j1してい ることである。
妓大の場介、カラー|･ll疎 、モ ノクロ叫像、赤外1･嵶象、ik顫 ノー
トとい う･1種類の 画像が、同じ文字 もしくは £ μ りに対 して示さ
れる。 さらに、カラー 画像ならカラー闕 如; 、 複数種 屈 是示され
ること もあ る。
例と して 、あ る木簡の本文の内 、「○ 三家人口麻呂眞 ／○塩 参
斗 ぬ で示され る部分を揶 ずる。 ここで|ま、実際の検索結果表示
の両面を整丿髟して示 している。
図 ３　木簡字臾での 各楠 曲疎 衣示
ﾉぷ な１カラー 写ﾊﾉ 劼 らヽ ２番目がモノクロ写f似)画 像、３ 番
(1が赤 外仙憬;の 画像である。 赤外i痙 象で 見ると パ 跏) 黒力別嫻 さ
れ るとともに、木 川の違い がモノ クロ叫像より も抑えられてい る
ことが わかる。 この ように、カラー・モ ノクロ・赤外という特 性
を考慮 して咆 吹検J にヽ きる。
またコ 省ｙ)画像は､､i已帳 ノー トの|由腺 であ るぶl顫 ノートは、




筆遣 いの よ うに 実物 をじっく りと観察 しなけれ ば得られなし喫f
報まで盛 り込ん だ記あ彖であるともａ うことができる。
木簡上の位 齠 鱇
木簡字典で 木簡の詳細 画像を衣示･irると、|由腺 の 右側にコント
ロ ール川の ボタンが衣示される 〔|ヌ14〕。｢ ご利 川 方法｣ のところ
で 説|夕jされている ように、画像種類の切り林え、 Ｌ下左右に動か
す、あるいは拡大・縮小を指示できる。
また、 丈冫のilll瀚 のllにマウ スのボイン タを合わせると、そ の
戈俘 を貎 涜した結 果の文?=が示 される。こ掴 ま、ポインタ近くの
丈1:を 跖 』爿‘るもので、複数文1: をあ 冖' ること もある。 木簡の
中での 各丈 図) 位r 固 座 標として 記jb嶝 れ、CIS  (地1?孵 濔 シス




木簡字典では、 夊討で 検索した後、そ の木簡 にlylす るa掬 附 濔
を表示させ ることができる。『詳細』で衣示され る内容は 、その
欠冫が､=暦 れ てい る木簡について検索した、木簡デー タベー スの
内容と同じであ る。
また、「木簡の形や発掘場所、木簡の内容で検索す る」 のボタ
ンを クリッ クすることで、細力喰 剣 牛を付加した検索 を行 うこ と
ができる。 こ掴 ま、木簡の形、出 け也威名、木簡の内 容、よ也陂で
選ぶ、の各カテ ゴリーあるいは るも
ので、木簡デ ータ斗 スにお けるフィール ド指 定 検索 とm- であ
る。 ただし、ここでは、説明の図を添えたり、地図 上での指定を
可能にしたりと、わか りや れ Ｘユーザ･－－イン ターフェイ スを実呪
している。


















冷 耡{ こ力･か れ てL
翹|
1｡ い ず れ も 徇 政ｌ ｌｌ でき ま す
６
【ヽj法（洲 ）【弖ン1「啜丱 」|則）】【尺寸 （毫米）】
【ａ姐prion ofShape（ｍｍ）】
【J尚 也】 【仝刈刈 【砌 地 】 【Location】
【内容分類 】 【L11剔 ふ仆】 【内容分炎】 【Tablet Type】
【出典 】　 【膏 忿】　 【出典】
（Bibliogmphic Rcfercnoe(s)】








【木簡 説 明 】
【9! 咽 】　　 【人名 】
【呎 芒 愬 支 】 【［1本 紀 年 ］
【爿71 】　 【公印 】
【相 州 】　 【形 状 】
【し卜¥ 一１ 公 営 髻 】【木料 】
【Ｌ肖 る 靜 】 【併 仲 】
【咢 蒼 挧々 】 「木筒i 娜 」】
【Personal  Name! 】
【J丐ｘｕｕ ｅＥｎｌＮａｌｔ 】
【丶吮ｓtｃｍ Calendar 】
( 耻) ｏｄｃｎ Tablet Sliapes 】
【Grain  Dinごｃtｉｏｎ)
【℡:e  Spccics 】
【Explanation for  this Item 】
デー タの中身は、 日本語のままである。【本文 】↑l‘濔 のよ うに
氈 沢不可能なデ ータ もあるが、
多 笳 語対 応 化 す る 時 に ど こ ま で を訳 すの か に は 、 い ろ い ろ な や
り方 や 立場 が あ り、 木 簡 字 徇 まそ のひ とり の 伊jを 示 し て い る と 考
え る。後 に 述 べ る Ａｎ;ｈａｅｏｌｏ洫aUy Ｅχcavated Japanese Gardens と
比 鮫 さ れ たし丶
図６ 木簡字典しぼり込み検索の条件指定、喞或で選ぶ
多 額 洌 応
木 簡 字向 ま､ 検索 画 而 等の 詢 川を 日本 語 だけ でiまな く 、韓 川 語 、
中 国 語 、 妬 沺 こよ っ て も韶 丿回 ’る サ －ヽビ ス を 開 始 し た。 升 タベ
ー ス 中 の 詢 刀文 叺 ク リ ッ クす る た め の ボ タ ン に 表示 され て い る
丈 冫 、 図 の タイ トル 、 フ ィー ル ドの 名 称 な ど が 氈 沢 され て い る。
以 ド、 フ ィ ー ル ド名 の 対応 を 日本 語 、 蝴 判語 、 中LI鵬 、嶌 唐の
順lこ示 すi
【木 簡 盾り 】ｰ 【篶 苣 哂埀 】 【木 筒諞 弓･】 【Ａｃａssｉｏｎｎｕｍｂｃr】
【本 文】　 【芒册 】　 【IE 文】　 【’・ｘI】
【確I式 番 り･】 【噌月 呎 立 】 【外形 諞 号 】 【ＦｏｍｌＮ０.】
【辿 跡 名 】 【脣 坤IJ 】 【造迹 名 称 】 【Site Name 】
【調 査主 体 】 【皆 皆予 嵋 【眞 査 主体 】 【Investigating Party】
【発掘 次 数 】 【皆 皆戈Ｈ・】 【役掘 次数 】 【Excavation Ｎ０.】
【地 区 名 】 【スドi网 】 【地 べ名称 】 【Excavation Prl･ｃｉｎｃt】
【遺 盾 乕 り･】 【脊梁 哂埀1 【造 杜諞 号】 【Feature  No.】
木簡人名データベース
はじめに
木簡人名デ ータベ ースは、 タイトノレ沛而 と 「開 発の経緯」に説
明があるように、 凵
費 （囗鈔y 二の構築と割 畔 状）再生一天里家 ・公家 文庫の 実態復原
と伝統的 知嵎 本系の角御卜 」（平城19 年度か ら23 年度、研究代
表 者 ・ の一環 として、東 既 大学
史料編 匐 折と奈良文化旧研究 蝴i 共同で|州発したものである。
検索 の実際
検索 画而で1ま､２種類の指定が可能であ る。検 覯虻郛の 欄では、
人名を指 忿 ずる。
奈良文化財研究所 木簡人名データベース
図 ７　木簡人名デ ータベ ース検索画面
こご Ｃの 「人名」は、木簡llの 衣記愬 すではなく、標準化され
たもの も指定 可能となっている。人の名前は時期によって変 史と
な ることがある。 改姓 や改名 を跡 付けることが可能であれば 、最
もそ の大を よく代表 して いる名 前を 標?1町匕した人名 とす るこ と
ができる。 もちろん、実1際にj析片的なh11報として立ち現れ る木簡
上の人名に対 して個 々人の同定を していく ことは困 難な 作業で
あ る。
この 標準化とい う考え方は、木簡人名に1限らず、升 タベー ス
を 構築していく上でとて も服要な 考え力で ある。
｣ 応 呵而は 、 次の フ ィー ル ドか らな る 。
【通 し 番 り･】
に れは 、その御 盆生成され るもので本来のフィール ドではな叺)






トッ詞 こ【人名 】【よみ】が 挙げられ、次いで
【迦し番 号】









いての詢 捐からなる。 人について の説明は重 複記載される。
例えば、｢吉備｣ と検索す ると、図 ８のよ うに、人名が、
吉備 １
吉備 ２









図 ８　木簡 人名デー タベー スで 「刮茹」を検 索
これ ら８人はそれぞれ別 人と考えられる８名とい うことになる。
すなわち、「吉備」 とだけ衣現されている人物 もそれぞ れ別人と
考えられることを表 してい る。 吉備 １は、765 か ら770 年ころの
木簡での記述、吉備 ２は、710 から717 年ころ の木簡での記 述と
判 断されてい るためであ る。
木簡に年糸己力t書力れ てい るこ とは多くはなく、完 翕な形で残さ
れてい ることはさらに少ないので、
してい くのには限 界があ る。 出 上遺構の挑?卜ヽや具伴遺物か ら、年
代の推淀妬 を狭めてい かなくてはならな叭 直接の証 拠と間接の
証拠を並べて検 討で きるこ とも、この木簡人名デー タベー スの特
徴である。
史料に 登場す るような 箸名な大を木 簡の記 職の中に 兄つけ る
喜びもあれば 、い わば 慳汕の人の11?;怕勺な行動に接近 する楽しみ
もある。従 来の人名 事典 こ現れ てこない人物を明らかにすること
ができる資料 として 、木簡力乳功 にヽ重 要であるかが よく わか る。





四 駅:!;● － ●llly●　 榔ｌ戻塹矚 皿:XX;i;笳逕画
ぽ 二]皐 ‾
図 ９ 木簡人名デ ータベ ース詳細 曲頤i
あ る特定の人物に唆封-る木節が複数あれ4f、複数の木簡に限陟
る情 報が 表示 される。 占備μヽ戚 王では10 件が衣示される。
そ れぞれの 木簡についてのt劼llを得たい場 合は、右端の碣 こあ
る 「木簡」の ボタンを クリックするこ とで、木簡ごとのま鞠I情 報
へとリンクしている。 また、そ の先、木 簡字典へも リンクしてい
るので、ほ｝係する検索を続けて行 うこ とができる俳造 となっ てい
る。
人 名のシソーラス
先に少し述 べたが 、人名に開するデー タベー スを作成すること
は、様々な5 汐fで 収り糾 まれてい る。人名に関 するデータベース
とい うことでの共通性と、それぞ れが 対象とす る人名の哇質の違
いによる鵯性 とがあ る。 著名なものに、 ゲテ ィ財挧 に よる芸休隊
リスト ＵＬＡＮ がある。
基本的 に、注意 すべき点は、











木簡では、人名が肩書との組み合ね 世や 肩､1;こだけで表 記され て




全国 木幽|¶上遺跡 ・報告書デ 一ータベ ースは 、木廁 こ|哭脯 る七
タベース群の一埆 をJj対i
このデータベ ースは、全!11の木簡が出土した遺跡を 慨 し、そ
れに閲する煢贈ａ!:薄 のtl'圜 を集成す るもので、『雌厳文ｲ匕μ4ニ ュ
ース Ⅲ　 全 域木簡出･|匐 跡･ 報 告書綜覧 』(奈良刻 匕財研究 所埋
蔵文化財 セン ター 、200･1)の成 果をデー タベー ス化 した ものが元
になっ てい る。その 後、デ 一ヽタベ ースヘのデー タ迎jllと更新を行
っ てい る。
Ⅲ巨 体 として も内容を更新した『励 硴文化財ニュース15･1 全
国木簡出｣匐跡･ 刪17,1沫;慨
ン ター､2014) が刊行され､ デ ータベ ースへの反映が続い てい る。
木簡の持つ内的・侑 内な属性を 、多角的に分り脯 るにあ たって
は 、 X，その ため
の資料 としてqｓa されているのが 、この 全１ 木簡出上辿跡 ・報告
jFデータベー スである。
2014 年 ３川現在、収録データは、発畆 洲劑 牛数2,418 件、遺跡
数1,  130件、木簡出上点数341,335 件となっている。
ﾌ ィ ヴーレド襦 成
ひ とつのレコー ドは、 木簡が出.Lしている、ひとつ の辿跡ない
し、ひ とつの 発起 洲査次数の調 査を 単位としてい る。 出 上した木


















【 自洲 本コー ド 】
【所 酊 也】
(謳 佃) 手擶 】
【 発掘 年 月 】
【出 上 点 数 】
【 勉 餬 知
【 報告 者 笵文 献 】
【関 係 文 献 】
これ らすべてのフ ィール ドについて、佃別のあ るいは眼拙 づけ
ての検索を行 うことが可能 であると ともに、フィール ドを指定し
ない 全 文接 索力洲 意され ている。
また､ デ 一ヽ夕の記述につい ての劒汁 も図られてい る｡ 例えば【所
在地】の記､|齔lすべ て、都道府県名から始 まるようになっている
ので、フィール ドを 指定し、「大阪府」で検索す才ｕｊ、大|叨ftf内
の木簡出 七a 跡 （発掘調 査区） の一覧を得ることが できる。
さらに 、検索結果をテキ ストファイル で取り出す ことも可能な
ので、ダウンロー ドしたデー タを容易に活川 するこ とができ便利
である。
他のデータベー スへの リンク
木簡を出 上した追 跡・調査ごとのカ蜘17報が得られれば 、次に
参照す ることが多し のヽは、当然、木簡その もののti?報や 木簡の文
字の情 報であろ う。 当データ心 スには、そのための リンクとし
て木簡デ ータベー スと木簡字典への リンクがつけられている。
デ ータベースの統合的な運 用と活川という観点 からは、今 後、
全国 木簡出上辿跡 ・報告咨デ ータベ 一ヽ一ｽから、遺跡 データベース




川 上文諄:資料 としては、出 土点数 もひとつの造物 に書力れ てい
る 貧冫徼 にお いても、4 靠jが最大の資料である。 しかし、木簡は
木製品なので、木のfｗ βこ適 した環境でなければ 残らな八 これ
に対 し、 肱l}上器は 、史r がlj μ) 上に耆力れ てい るために、木
製w,より も残りや すい とい う特徴がある。 丈 乍を 書く契 機は 木簡
と墨 書上器では異な り、ｔt 徼 や内容等 も相壼 する と考えられ、
この ２種類の資挧 ま相互に衵旄 し合 豺 菌ﾓでもある。そ こで、出
｣こ文字資料を総合的 に扱 うために、蜃､IF_L器 蜊 象デ ータベ －ースが
構築された。
図11　　 肱 旧l倡 字 典ﾀｲﾄﾉﾚ 両 面
｢吸 酋上器字 典とは｣ のところに 耆力れ てい るように、このデ｀
一 タベ ースは 科学 研究 郤 こよる研究1戉果を盛 り込んでい るとと
もに、多くの外印μ)方々の 協力に より構 築してい るものであ る。


















出 詼)1 錙 】
【器価】
【剖歇 】
出 七対 資 旨) デ ータベー スなので 、木簡デー タベー スや 裸i
字典を踏 まえ たフ ィール ド桷 赴 なっ てい る。【国4躙 哩 】【人名】
【f眼 】【西暦 】の節 冫の説丿弗 ま木簡字典とli櫞 である。
また、画像については、カラーi山疎､ モ ノクロ画像､ 赤外画像、
実測図が用意 されている。 木簡字典で4ま諂帳ノートであった部分
が、 実測図 となっている。 資料 の哇格が 異なるので、同 口 感光剤
の写 真力鼎 数搬影されていることも多叺 下に ‥剩 を抑 ずる。 詳
細 表示の 一部 を構成し直して示した。
下の面像をクJ。クすると拡大軣示でさま'す。
カラ ・ー 濛1 カラ ｉー 漾２ ﾓ ノクロｉ 傳1
カラー全体画像1　カラ 全ー体画湶２ モノクロ全体面ｌl




典とI司様の機能である。 実測 洵蜊 象においては、 」沼 破 片の接合
部分に 表面力９ 雌 した痕跡を認めて図に 衣現している。
拡 人画 像の中を Ｌド左 右に移動 しなが ら観察でき る機 能も 木
簡字典 とμ顯 口 ↑j意されている。同じくマ ウスのポインタの位置
に釈 文を 表示する機能も実現している。
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丶lOkk Ⅲ,IⅢp. 言 ，







辿跡のｰ 』政を全r41勺に匐 戉した資料は 数が 少なく 、遺跡の徇1ri
を限定 しない ものとしては、 文化 庁が 都道府県 ごとに作成 した
『全丿収1跡 地凩 』が ほ1別 £一のものであ る。た だこれらは、記述
が即itであ ることと、現在では 刊?勃 らヽ0加u が経過しているとい
う問題があ り、網顯 妁で定 期的に 更新される全涓 規模の辿跡デ ー
タベー スぴ)作成が必 要であった。
遺跡 デ －ー一タベースに関しては､『遺跡 隋悛 剋 奐標準の 研究 第３
ＪＭ( 奈良 文ｲけ1掏 院 所、2013) の中で詳しく解説 され てい る。
そこで、ここで1ま他のデータベースにな1,勅 傚 に しぼって記述 す
ることとす る。
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図14　 遺跡データベ ース，検索 結米
レ コー ドの 階 層 性
遡 嵎 こつ い て 考 え た11刎こ、ひ とつ の 遺跡 とい う概念 も 一様 では
な 八 こ れ で は 、 デー タベ ー スを 構 築 す る にあ た っ て 、 レ コー ド
の|呎分 が11s地 と な る。 例 えば 、jj ぢ1は 通常 １基ご とに ひ とつ の 辿
跡 と し て 認 澂され てい る が、 形 状 が 癇 以す る 方 形 周 溝 墓 は 、 ひ と
つ の 遺跡 の 構成 要 素 と し て捉 え られ る こ と が多 八 す な わ ち、 遺
繃 ま分 類 の カテ ゴ リー と して均 質で な い とい う1哉a が あ り 、 十 邵
は よ り広 範 な 辿 跡 群 とい う概念 に近 く 、ま た 反 対 に 一 部は よ り 狭
義 の 遺 構 群 べ=遺 構 と い っ た 概念 に 近 く な っ て い る。
こ の よ うな 性 質 が あ る辿 跡 と い う 概 念 を デ ー タ ベ ー ス で 表 現
す る 時 に 、 階 屑 的 な デ タベ 一ヽ ｽ を 悁 丿父ヽ j‘｀ る こ とが 、到恕 と して
は 望 ま れ る と も 考 え られ る。 し か し 、遺 跡 デ ー タベ ー スを 構 築 す
る た めの 元 の 資抑 ま、 そ の 記 述 の 詳 し さ が ま ち まち で 、統 一さ れ
てい ない こ と も多 八 晢鮗 な 記 述 の場 合 で1ま、 古 ㈲ 鵑 こつい て 群
と し て何 从 とい っ た程 度 のt,?報 し力 記ヽ され て お らず 、 佃 々 の 古 墳
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に限lする記|劼t ない ことがある。
辿跡デ ータベ ースでは 、階屑につい て大きな統 怎から順に、
・集合　　　 占墳 昨な ど
・支群　　　 古墳昨の 支部な ど
・細那　　　 古墳部の 支群を細別 した群など
・1砺I」　 普通の遺跡 、行政 Ｌ・学術上り 迥こ扱 われる 単位
・地 £　　 宮跡などで遺跡 内の本有 内因jり
・謳渣　　　 個々の発畆 謌査による単位
・トレンチ 発劒 晦のひとつの 調査区
を設けている。
原典資料の 制約が大きい巾で、すべての劭 嶇 こつい て、集合・
勧杤|卜 地区・調査といった階層を考えたところで、屶孀 こ4まﾃﾞ 一ｰ
夕を集めることが できな 吭 また、デ ータベー スの構 造も複雑と
なっ てしまう。そこで論理的な閼 庁IEを無俔して、集 合的 な遺跡
群 もｲ1刪1蹈 な遺跡 も、またより細かな 記 敗甲位 もすべて、同一ｙ
面上で捉えてデ１－タベ －ースを構築するこ ととした。
当然のことながら、彳ぺ ての遺跡は、個別に1詔 亥当するが、そ
の遺跡 に対応 する、より大きな集合などに当たるもの､ あ るい1ま、
より小 さな 地1覡な どに 当たる ものが 実際 に存 在するとは1泯らな
ら 発根頴 査され ていない辿跡 では 当然、調 査にあ たる情報は存
在 していないから である。
これ らの閼 砂 こ匣1する【区分 ま、「f僣 」】とい うフィール ドのf直
として人力 している。そ のレコードに対応 するより大きな概念 の
レコードがイWEしている場合には 、【俳集疋1跡 Ｄ 番号】のフ ィー
ルドに、対応 レコードのID を人力し、参照できるよ うにしてい
る。
記 述の 標準化
一般的 に、データベ －ースの記載ではJlj語や 氾述ぴ)仕方の標準化
を図る必要がある。 検索に耐える匹 夕べ －ヽスを構築するた めに
は、内 容表記につい て、文字の選 択、川 語の 選択と衣記の統一、
記述の仕方の呻 朱を避 けて通 る訳にはいカカ い 、これ らに1男する
検潤内 容につい ては、『辿 咐l?報交換標準の 研究 第3J 旧 に詳
しく述 べてい るので 参照されたり丶
標準fﾋjま、用 語の統 則とは趣旨が異な る。 あく まで も検索にお
いて役に 立づI? 報への到進度を上げ るた めの処置であり、ある川
語の使用を強湘陟 る ものではな叺 心 咐1鴇1の記述に用い られ る
用跏 ま、学史的 な背 景があって 叉亨 の使い 多yけが なされている場
合があ る。俘説 とも結びついて川語が設定されてい ることもあ り、
文字レベ ル・川語レベルと も完 全に統 一一す ることが困難 となって
い る。
ある川 語の使Jljが 学会の趨勢 となってい る力ヽ否か を決め られ
る場合であって も、個々の事価陟 べてについて入力時に検M す る
こ とは 不可能なので、川 語の 置き換え リストに従っ た書き換えを
行 うこととしている。 例えば、
ビュリアン、ビ｀ユラン 、グレイバー、彫刻刀、彫刻 刀形 石器
→　　　　 彫器





辿跡データベー スにおい て、遺跡7）内容を最も詳しく記載 して
いるのが、【遺構既要】【辿物概 要】【発扣概 要】【そのf也概要】の
各フィールドであ る。
【遺枇概要】【造物 慨要】では、抄阯 ﾃﾞｰ-･夕べ －ヽスで 「ユニ ッ
卜」 と呼 ん でt，
い る。 例え ば 、
し て
町 報17( 弥 生上器( 畿内 第 Ｖ繻 弍) ＋二ljl疆( 二重口縁 澂) 螻i恵
貸;卜 陶磁器 動 叺
このf列では、【そのf皀概要】の中で詳細を 記 殴している 典拠と
なる文仙 こ､1勁 れ てい る辿物t,7報を、造物のf･匝i､ごとに｢ ＋｣ で
つ ないで 記述している。
s?: ほ 冫r ぶ ゛1“゛”




報を提f典するように してい る。 例をあげると、椿 井大塚山占墳 の
レコードで は 、【辿 随概要】に696 丈y 、【造物 概要】に1,900 文
字 【その他 慨要】に1,（y17文1:の詢 列が入力されている。
ただ、ひ とつのレコードに掲祓で きる情 報には限 りがあ る し、
何 もかも詰め込むの では、 必要なtl’濔 の俔t紳k が悪 くなる。そこ
で、『fl周り』のレコードと 「調 在」の レコードを有機的 に耜み合
わ せることで 、個々の 調査に関する愉 報を 「調査」の レコードに
持 たせ、 まとめに当たる情報を 「個別」の レコー ドに集約する方
向でのデ ータ入力を心掛けている。
例えば、唐占・鰭 曁 亦は弥 生時 代研究史上 極めて重 要な遺跡
で多くの成果が今まで に得られているので、謌査次数ご との「調
査」のレコードを 設けて、それぞ れの 愉報はそご び詳しく記述す
るこ と努 めている。その一部を湎 すと、
あるひ とつの調 査について、
【名称(漢字) 】唐 占・鍵 遺跡 第50 次
【韲 再概要】 川丿年 報４(弥生 ㈲ り卜刈 衂2＋谷l/Mi 中抑卜 上坑11 ＋
大?旆3＋小溝5 ＋柱 穴十込之棺3/ 弥生後Jり卜井戸1 ＋小溝2)
【遺物 既要】 町年 報４( 弥生土器＋ヒスイ製勾 玉な ど)
とい う記|况のレコードを設け、別の調 在については、
【名称(漢字) 】唐古・鍵遺跡 第60 次
【座剤既要】 叩F 報６(弥生前賍 陥筬穴ｌ(木器) ＋大?乕3/弥生
中抑卜 大?雌7＋小溝2/ 弥 生1麦jり卜 大?乕1
/4'lがtl刻り卜河112) 。
町 慨要15 （弥で吩一古墳十中1か 溝十和圓 十土吭）
【遺物 慨要】 町年報６ 励 胞 前1び卜弥 生 ほ 恥石器/占頂 洵 外 布留
型甕4-小形丸暗 晦 木製鞘 十盤 ）。
町慨要15 （弥生±2 恥二tjlllの４ 吐I潸冫 石2F 木器）
と 記 述 して い る。
●･ｊｉｌａ ｔ 槭
図15 遺跡データベ 一ヽ一ｽ詳細 衣示
タベース
は じ めに
占代 地 か|'傑 顏 甌 遺 跡 デ ー タベ ー スは 。 ト ップンヽこ一 ジ に読1 剄が
あ る よ うに 、｢ 占 代(71 附紀頃 ～I 囗! 哨ぶ1 を 対 象) の 地y ｙ自la磑
跡 、官 衙 関 座 遺跡 、 公的 遺跡 、豪 族 腔 鈿a 跡 な どと さ れ てい る 占
代1也方1‘濠 聶 孫 遺 跡 に つ い て 、そ の 辺鋤聊)M 頤 丿也・性 格 ・lt戔 な
遺 構 ・遺 物 の 種 類 、 刪 りy な ど の 文献 、 建 物 遺 構 な ど のa 仙IIデ ー
タ を収 録 し た も の で｣ 、遺 跡 デ ー タ 、 建物 デ ー タ、 文献 デー タ か
らIly陛 され 、そ れぞ れに 細 カカ フ ィー ル ド設 定 に な っ て い る。
20M 年3J 』現 在 で 、 遺跡 デ ー タ|､616 件 、 建 物 デー タ18,561
件 、 文献 デＬ一夕15,708 件を1 竝､1して い る 。
W － 夕
遺跡 デ ー タは 、 基 本 デ ー タ、 退 跡 種 別 、官 衙 睡別 、 遺 構 の 部 、
遺 物 の 部、1111疎 朝KI ヵ らヽ な る。 以- ﾄ 、ﾞ そ れ ぞ れ の フ ィ ー ル ドを 記
す 、
基 本 ﾃﾞｰ--一夕 とし て 、
【遺 跡111 】【辿跡 名 】【ル ビ 】【所在 地 】【遺跡14 顏 】【地 形】【歴 史
環 境 】【む糊| 淵| 】を 衣 示･j-｀る。
遺 跡 種別 は 、（【官 衙 】【’|¥衙膜漣 】【居 宅 】【 胡笳 】【集落 】【京 】
【荘 園 】【乍産l 【窯 】【詢 肥】【逆 】【そ のfd!】） に つ い てｲT 無 を 表
示 す る。
官i 師 朏り は 、（【宮 】【国 府 】【部 面 】【御家 】【灣凉 】【城 柵 】【|||
城 】【関 】【牧 】【津 】【そ のf皀】【未 定 】）に つ い て 右 無 を 表 寿司- る。
崩 聊 ）部 は 、
J鴣 關 齏 こつ い て 、【鋼 司1 韭 物 】【礎 石 建物 】【I樫穴 建 物 】【そ の
他 の 基 剖購 造 の 姓 物 】の 有 無 を 表示 、
規 仞 こつ い て 、【大 型 掘 辯1 兆 物 】【廂 付 建 物 】【人 型 竪 穴 建物 】
の 有 無 を 表示 、
II匝j に つい て 、【但 祕】【門 】【櫓 】 のｲ 應 を 衣示 、
遮 蔽 施 設 に つ い て 、【掘 立柱 塀 ・柵 】【築 地 塀 Ｈ 材木 塀 】【 け;l】
【そ のf皀の迦 皈 施 没】の 有無 を 表示 、
他 の 遺 偶に つい て 、【囲 繞 溝 ・濠 ・壕 】【井 戸 】【1 刈 】
につい て有無を表示 する。 また、
ｙJ爿'る。
脾 ）部 は 、【禰 に り 計 器】【齬 文 誹11 】【瓦】
【施痢|陶 器】【讚内 産 ・畿内 系】蔔 器】【輸入陶 祓器】【大喪】【大
植食膳 具】【製塩L 儡 】【腰帯具】【仏具】【漆 ・漆塗 製品】【銭貨】
【金城品生産 】【紡織 具】【祭祀具】【武器】【炭化 米】につ いて有
無を表示1-るとともに、そのf皀の遺物 があれば それを衣示j る｀。
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|山豫 参照として、遺構朏]関 係の図而を引川衣示 できる。図面の
引川数は多い。
このように属性 別に、ある 要素の有無をｰ 覧できるので、内容
のr白確な把1雛が 容易となってい る。
建 物 デ ー タ
凡 紗に 詳 しし丶肪 列が あ る。 建物 外 一夕は 、 刄沐 デ゛ 夕 、身 介 デ
ー タ 、 付 帯 縊 没デ ー タ 、 引川 丈献 から な る。
盾 本デ ー タ と し て 次 の フ ィ ー ル ドが あ る。
【眉跡 名 】（辿跡H ）】【遺構 番 号 川 遺 俳 番 呪1ﾓ 】
【建 物H 】】【乍代 】【遺 閣 切】【建 徇t 靫 冲|賂 】【建物（Z）性 格 】【建
物 ぴ刈 燕 注 】【Jμ| 聒 造 】【個 勿形式 】【･|俑 丙りり 【屋 根 葺材 】【屋
根 葺 材 注 】【割 ヽyl】【棟 力向 】【姓 物 ヽ1涌 澎 】【㈲ 形式 分類 】
【桁 行 問 数】【（桁 行） 総 長 ㈲ 】【甬順 （㎡）】【刺 汨 澂 】【（梁
行 ） 総 長 如）】【建物 丿涌 脂 数 】
【身 舎 桁 挧 川数 】【身 舎桁 行 総 長 ㈲ 】【身 舎 而 陌 （㎡）】【身 舎梁
行間 数 】【身 舎 梁IJ 総 長 】
桁 行 柱間 匈 につ い て 、（廂 の 日紅）】【身 介 柱間 口 岶iの は陰 】
梁 行 柱間 匈 につ い て 、（廂 の 汁紅）】【身 舎 柱間 】【廂の11迄 】
【身 舎 桁1 犲邯 卜j 法 平 均flllD【身 舎 梁1 俘樛 肘 法 孚堋|!’（）
【ヽI濮 圖 の11序 】
【総 柱 建 物 分 類 】【門 形jjり 滋i 】【床 束 建 物 分 類 】
【闥1 匐 分 類 】【棟 削 抒 鳶i 】














身 慳データは 、その建物の構迦 こよっ て表示されるフ ィールド
が変化j‘る。 こ掴 ま、い たずらに多く のフ ィール ドを 衣示 して煩
雑になるのを避けるためである。
礎石建物の場 合、礎石とい う特徴 から、
【身舎 礎石有無 】【身舎根石有無 】【身 翔 諮石形状 】【身舎礎石材
質 】【礎ｲ 劭沁丿掘 刧 囹犬】【身 介礎石辺 際 也業分1劉】が表示される。
図17　 建物デ 一ー夕身 舎デー タの例 （ヽI謝 砲 朱｀雀閂
また、掘 仙 鋤 の勁 、
【身 介桁 行 柱 筋 の 通 り 具合 】
【身 舎 対1句㈲H 莇 び対齢 具ヽ合 】
【身 介椚釧 方う嶌j 】
【率 】
【率 】
身 舎柱 掘方丿圀犬・向き　では、向 きに限匯 る属性である、
【II’听 】【非11‘Ic行】




さらに、掘 力伐鯀 のフ ィールドとして、
【身 舎n 掘 か1 湎 規模 （・）】【身 舎料掘 鈩l 劬丿規模中間値】
【身 舎1111防 深さ 伽】】【身 洳 牋11力深 さ中間 値】
【身舎掘 邨 £礎|.lilめ】【身舎llE詼取穴分翦ilがあ る。
布掘り関係のフィールドとして、
【身舎布掘りヽ|劬iJ圀犬】【身 舎ｲ|赧 り断而朗 大】
【身舎布掘り輻中間値】【身 舎布掘り深さ中問値】
そのf皀、【木割Ｈ 身舎tlj辯 欧 辿構】といったフィールドがあ
る。























図18　 建物 データ身 舎デ一｀ 夕の 例（嘔喊宮朱雀門前 協門）
廂がある場介､ 珀叨 係のフィール ドが衣示される。そ れらは、
【岶絎 行 柱 筋 の 通 り 具合 】
【 側 則・人 側 対向 仰附 莇(Z)揃い 具合 】




廂n 廁 方形状 ・向 き　 で は 、向 きに 限lす る 属 性 で あ る 、
【直 行1 【非 直 行 】
【R 嵋 釟 行 】【|雜 り| 疸 行 】【R刺 狐 行 】【R 鮒 油 陬 】
の そ れ ぞ れ と、J「刮犬に 旧 す る 属性 で あ る
【方 】【長 方】【 楕Ilj】【円 】【 不整 】【他 】【I.字 】
の そ れ ぞ れ と か らな る 表 を埋 め る形 で内 容 が 示 され る。
さ ら に 、他 の フ ィ ー ル ド とし て 、
【岶剿 釧 力屶挂殳】【㈲ 哇 齠 方 平 而 規殴 （ｍ）】【廂1 牋I防 ヽI俑 葭 咬 中
間 値 】【廂 柱 配 力深 さ （ｍ）】【廂ｎ 掘 力深 さ中 間 値 囗 廂t 冐煢 ㈲ 】
【哨函 心基 礎岡 め 囗 廂ｎ 抜 収 穴 分 類 】が あ る 。
こ れ ら の フ ィー ル ド も常 に す べ て が 表示 され るの で は な く 、 必
要な も の だ け を 衣 示 し て 画 而 を 兄 や す く す る ’Iこ夫 が な さ れ て い






















図19 建物ﾗ七 夕珀iデー夘 刈 （ヽl滅 京右京SB1070 ）
付 倡縊 没がある場 介、付帯 縊 没関係のフ ィールドが 衣示され る。
付帯 施 没の 種有iとして、
【縁 】【詞階】【| 錮 】【軒支柱 】【隅 阡支柱】【U胼IE】
【足場 】【塀 ・柵 】
【総 地業】【从壇】【|拑 爿 【雨㈲M?】【溝 】
【そ 朗 皀】【未定】
につい て、有無が 衣示 される。
それぞれ の 嘆素ごとに特定 のフィー ルド潤 目意されてい る場
合があり、そ れらは 次の通 りである。
縁　　　 【縁の分有i]
裳階　　　　 例 数が少ないため閥有のフィール ドなし
土廂　　　　 例 数が少ないため囚有のフィー ルドなし
軒 支柱　　　 外川柱 としてのフ ィールド
壁柱　　　　 例数が少ないため閥有のフィールドな し
足場　　　 【足場分有i】
ほか 、外川哇、付帯柱としてのフ ィール ドあ り
塀・柵　　 外川 柱として、また付帯哇としてのフィール ドあ り
総 咆業　　 【総 地 袰長 ㈲ 】（総黽業鯔 畆）】【総 地業 面積（㎡〉）
【総地撰 い 】】圖 剥 即 席 】
基壇　　 【収 賄 戉】【刧 胼 装】
（J,听 服Gn ）】【圦吮幅 ㈲ 】【Jμf涌順 （I徇 ）
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【λ听 碵 ㈲ 】【从埴の出 】【从坩黻 築有無】
階段　　　 【|帯 如 】川】【|袵 殳位 置】【|禝 娜9 戉】
雨落搆 、溝 【溝位置】【濡l鮖 判 質 】
（fM輻 ６）】【溝深 さ<m) 】（･|収 ）出 ・雨落?乕距離 】
外川 柱に｀ljたる場 合のフ ィール ドとして、
【外川柱 穴歹1拉 雌】【外川柱穴列注】があ る。
付帯 柱に 肖たる場 合のフ ィール ドとして、
【付帯村丿己置】【付帯柱ｿ 渭ﾞ 肢 】がある。
また、【メモ 】フ ィールドがあ り、ｸﾙｰ 一ﾌﾞ分け できなし翡 報





























































図20 建物デー タイヽ圉 縊 没デー タの例 （中城寓 朱箚“脇 門）
引川 文献につい ては、
【文献ID 】【著者名】【､I隙l・雑誌 名】【発行所 】【発徑F 】が示さ
れ る。
W) 舳餬
建物関係のフ ィールドにおいては、検索時 に検索 語を リストか
ら 選 ぶ 形 で 指 定す る よ う にな っ て い る。
基 本デ ー タ で1ま、
【基 剖購 造 】
［榻 逞 ］「礎 石 」「掘､y ・礎 石f井用 」「そ の 他 」 か ら 選 択 も し く
は 、指 定 し な 賤
【建 物 形式 】
「郎t 建 物 」『総 柱 建 物』「床 束 建 物 八 郎 主･ 総 柱 併 用 」「側 柱 ・
床 束 併 用 」「回 廊 」（そ び）他 」「不 明 」 か ら 選 択 、 も し く は 指 定 し
な 叺
【建 物 嘔而 形 】
「方形 」「膕 牙四 辺」髟」「直角 台 形 」「台 形 」「不整 形 」「多 角 形 Ｊ
rそ の 他J か ら 選 択 、 も し くは 指定 し な ら
【ヽIえ齠 陟式 】
「無 廂 」「四 面 廂」 に 面 颱 「二 面 廂」「片 廂 」「下屋 」「門」「総
柱 （心誅 餌 ）「賍 黼 張 り 鋤 」「賍 （高床 諭 椪
張 り カ弔! 月）」「楼 閣 」「櫓 」「廂 力石 力々 ど不 明 」『回 廊･ 軻芻 』「そ
の 他 」「ｲ･明 」か ら 選 択、 もし く は 指 定 し な 叺
【屋 根葺 材 】
「瓦 葺」「非 瓦 酌 「不 明 」 か ら 進 択 、 も し く は指 定 しなしｔ
【廂丿即 芯襭 】
「片 面 （羽 川）」「片 而 （二ま ㈲ ）「 二面 「平 儺 」「二 面 （妻 蚰 ）
「二 而 （L 字 全 面）」「 湎 （L 慟94 欠き ）」「已面 （争 両 妻）」「三
面 （両 聨 妻 ）」「二 而 （平 十両 妻 の隅 欠 き）」「三面 （両 尹 妻 の 隅
欠 き）」「四 面 （令 畄）」「四 而 （隅 欠 き）」「部 分」「そ の 他」「ｲ 刈月」
か ら 選 択 、 も しく は 指 定 し な べ
【総 柱建 物 分 類 】
「内夕犲E 穴 同 赳 殳」「内 縱E 穴 小 規 模 脯 通 し4.E」」「全 体 小 規
模(50cm 以 下 ・ 非 高床 ）」『そ のf皀』「不 明 」か ら 選 択 、 も しく は
指 定 しな 賤
【門 形 式 分類 】
「 沐 哇 （椡1「」・迴沐 門 な ど）」「 ゜本 柱 （2 問）」「4 本 柱 」「4
核 匙 門」」「四 駟 」「ﾉ叩 」「ﾉ 顔 「辧 」）」「頂 門 」
「了澗 門 「変 貝ID」「7 陌円 」「鳥 居 」「そ の 他 」「不 明 」 か ら進 呎、
も しく は 指 定 し な 吭
【床 束 建 物 分 類 】
「IA 類 （柱 筋 交 点 型 、 添 束 無 し）」「IB 類 （柱 筋 交 点 覗 劃 則
齟j り ）」［Ｋ］類 拑 纐 武 平 懶 勅 り）」「Ｄ 類 慈
交 点 型 、 妻 ・ 膕 則添 束有 り」」「nA 類 （梁 行柱 筋 型 、梁 行 ３ 間 棟
通 り）」「Ｂ 類 （梁 行柱 筋 型 、妻 忸I註 鶚 腿 り）」「Ⅲ 類 （桁 行 柱
筋 型 ）」「そ の 他 川 不 明」 か ら選 択 、 も し く は 指 定 しな 叺
【「即 廖 杉y類 」
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「IA 類 （2 間棟通り型）」（Ｂ 類C 挧 脯 背沈l莇 型）」「n 類 （3
間非柱筋型）」「その咆 「不明」か ら選択、もしくは指定 しな叺
【棟持柱分類 】
「屋外独 対 聯 柱 」「崖内棟 持柱」「澄 汕 聯 柱」「壁f4棟 持柱」
「その他」「不明 」から 選択、 もしくは指定 しな賤
となってい る。
屶 、【桁行眼澂 】や 【桁 行総長（ｍ）】 といっ た数値力i入るフ
ィール ドでは、 範囲指定を行 うことがで きる。
身 舎 デヽ--夕で は 、
【身 舎 桁ljR柱 筋 の 通 り 具合 率 】【身 舎 布掘 り 幅 中 闥 直】【身 舎 柱 径
中 圃 直】 とい っ た 剽 齠i 人 る フ ィ ール ドでは 、 範 囲 指 定 を 行 う こ
とが で き る･ 方 、 属 倒 直を 選 択 す るフ ィ ー ル ドで は 以 下 の よ うに 、
選 択式 と な っ て い る。
【身 舎 印 税方 分類 】
「壺 （坪 ） 掘 り 」「布 掘 り 」「壺 ・布 併 用 」「不 明 」 か ら 選 択 、
も しく は 指 定 し な 叭
【身 舎 布掘 り 平 面形 状 】
「帯型 （桁 行 一部 の み）」「帯 型 （梁 行 部 の み）」「帯 型 （桁 行
刊i ）」「帯型 胞 了洞 」）」「帯 型 刪 か 剽 混 在 」」（長 方 形 型
に 柱 穴 連続 ）」「口 の 字型 」『L 字 型 （3 柱ﾉ 芍血続）JIL 字 型 （多
柱 穴連続 ）」「コ の’1嚶 」『そ の 他 』「不 明」 か ら選 択 、 も しく は 指
定 しな 叭
【身 舎 佃 屈り断 面 形 状 】
「I 類 （単純 布掘 り）」「II類 （段掘 り十壺 掘 り）」（Ⅲ 類 び1掘 り
→ 壷 振1り）」「そ のf也」「ｲ 司11」 か ら 選 択、 も し く4」指 定 しな 叭
【身 舎 掘 立基 礎固 め 】
「礎 板 」「地下式 礎 石 」「根 石 」「腕 木・貫 」「根 巻 石 」「地 中 梁 」
「そ の 他 」「特 に な し」『不 明 』 か ら 選 択 、 もし く は 指 定 し な 叺
【身 舎 柱 詼取 穴分 類 】
「抜 取 穴 無 し 」「刪 玲の み抜 取 有 り 」「柱 筋 方T匈」「柱 筋 直交 方
向 」「柱 周 囲 」「不 定 方 向 」r そ の 他J 「切 取穴 」「不明 」か ら 選 択 、
も しく は 指 定 し な い。
【身 舎 柱 筋 溝 状 辿 構 】
『口の 字 形 』「2 穴i白洌 」「多 穴直 列 」「3 穴 Ｌ 字 形 」「多 穴 Ｌ 字
形 」「そ の 他 」か ら 選 択 、 も し く は 指 定し な 叭
【身 舎 礎 石 形 状 】
「自 然 石 」「害柘 」「渚 賎 秘 」「凶 叫 消 」 枷
加ll （凹 ）」「そ の 妲 」「不 明 」 か ら 選 択、 もし く は 指定 し な 叺
【身 舎 礎 石 材質 】
［未 定 ］「凝 灰 岩 」「花 崗 岩JF 砂 岩」「そ の 他 」 か ら 選 択 、 も し
くは指定しない‰
【礎石据付掘方形状 】
｢不明｣｢ なし｣ 『方形』『円形 』｢不整円・方形｣｢ 布掘り｣｢ 長
方形｣｢ そ の他」か ら選択、もしくは指定 しない。
【身舎鴕 靆 牋 鑓 】
｢Ｂ 類( 無し)バIA 類 臚TI蘯 埴のみ、掘込地 業なし)｣｢!C
類( 総 地梟)｣｢nA 類( 壼1也業のみ) パ 旧 類( 総址戔 十嗷t也業)｣
｢nc 類( 白 也業→基壇築 匈)｢ ｍＡ 類( 布地業のみ)｣｢ ｍＢ 類( 総
地業→ 布地梟)｣｢I 叺 類( 総地 業( 基壇) →円 阯盛 土:)｣｢IｖＢ 類
(総 地業( 基壇) →匐 也業→円 齔盛 土)｣｢丶叺 類( 総地 黔 低 地業)｣
｢ｖＢ 類( 総 地業十布地 梟)｣｢ ｖｃ 類( 布地 梟十壺 地業)｣｢ その叭｣
｢不明｣ か ら選択、 もしくは指定しな 叺
廂デ ータにおいて も、
【珀淞 行牲莇 の通 り具合 率】【廂柱掘方深さ中1堋直】といっ た
剔 直力;入るフ ィール ド｀ では､ 範囲指定を行って検索できる。一方、
属剛 沛を選択す るフ ィールドでは以下のように、選択式となっ て
い る。
【廂柱咄方分類 】
「壺 （坪）掘 り」「布掘 り」「壺・布併用」「不明」から 選択、
もしくは 指定 しな叺
【1雌 独 肪 耆 模】
「身舎と同規模 」「身舎よりや や小規模卩 身舎のl/2 以ド」「そ
の他j 「ｲこ明 」から 選 択、 もしくは指定しな叭
付働 縊殳ﾗし 夕では、 る形とな
つてい る。 属性 値とて総 別語彙を選択するのは 、
【f喞 耕捕己置】
「皿 「柱間 中央型」「柱筋・柱川」r↑1央稈心「不t前い 型JF そ
のf山 「不明」から 選 択、 もしくは指定しなべ
【付帯柱 穴規嗅】
「身舎と同規模Ｊr身舎よりや や小規模 」「身舎の1/2 以下」「そ
のf皀」「不明」から 選択、もしくは指定 しなら
構 廓 哺 性
占代地 方粛1両関 係遺跡データベースでは 、官i両関 係迦 赤7)研究
を進めるために、建物i豈構の詳細な分断を可能とす るような、極
めて精緻なフィール ドび)構成、川aｓ7)吟味 と統制 が行 われている。
データベースのフィール ド設定には、細かく項 目立てていく方
向性とざっくりとひとくくりにする方1向性とがあ る。このデ ータ
ベー スは、細かく項 目立て行く方向哇でのひとつ の到進 点を2J爿‘
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データベースであると 召える。
a菻田なフィールド設定は、資料体を精 敵に比較窗i 冖ヽ る｀のに 適




占代 刎 油 滴尓データベー スは、トップ ページにあるように、［古
代（71111d頃～11 libM頃を刔彖 ）の､I㈲ 鯡 とされてい る遺跡につ
いて、その遺助沁･）所4?1ﾐ地・刊慈 ・､I戔 な遺隅・遺物 の種眦 報告
書な どの文齔 建物避構な どのj鞠lデー タを1蹙 救したもので」、
辿跡デー タ、建物データ、文駄データから構築され 、それ ぞれに
細かなフィールド設定になっている。 占代黽方竹衙関 係遺跡デリ
タベー ス（以下、官衙のデ ータベース）と同様の構造であ る。
20M 年３月現在で､遺跡デー タ1,266 件､建物データ2, 剛4 件、
文献データ13,982 件となっ ている。
遺跡 デヽ--夕
遺跡デ ータは、基本デ ータ、遺t覯) 派 遣物 の部、 画像割K!ｶ ヽ
らな り、官 衙の 七 タベ ー スにある｢ 遺跡 柯捌｣ と｢' 断 師 朏|｣｣
に限け る 群 のフィールドは 没定されていない。
基本デ ータと遺構の 部はそれぞれン 削 啝) デ｀一タベ ースと同じ
フィール ド構 造であ る。 辿物の部については、官衙 のデー タベー
スと同 じ構 成に 、【釖 氾t 】につ いての有無を示すフ ィールドが
加わっている。






|炮I 批 呶 跡データベース誚 外-夕
W － 夕
建物データは、官衙のデータベー スと同 鴎 界造を している。 こ
扣 ま、竹衙と考えられる遺構も 剞院と考えられ る遺構 も、同時代
の比鮫的 人規模な 建物 を対象としてい るとい う共通哇もあ り、同
じ俔 叺で検索して比較・桃 限(?きるよ うになってい る。
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図22　 占代 剞 完辿跡 データベー ス建物データ
W － 夕
文献ダ ークは、預 啝) データベ ー スと同 口 渮造である。
構成の特 性
このよ うに 古代爿 応a 跡 デし タベ ースは、 古代地力官 両関 係遺
跡データベー スと合ねttて利川するこ とで、よりその時報を活か
すこ とができるよ うになってい る。
建物政治の規模が大きか ったり配 置が笳tり的であった時 に、た
だ ちに官衙|緋 陥a跡 な のか 剞 完遺跡 なのかを 決定で きな い場合




妁｀衙遺跡 整備状況デ ータベ ースは、『がI蔵 文化財ニュ ース Ⅲ
ンター､2003)
で公表した升 夕をデータベ ース化 したものである。 原資料は 凡
例にあるよ うに、「全国 の宮殿 。’哨 所お よび1沿係遺跡の うち、 す
でに整備され たもの、あるい は現7E整 備中の ものについ て、そ の
具体的 状i兄をアン ケー トにより収集し、収録 した もの」で、デ ー



















【'斑 齠 ご検討･ 工夫した点:( 他の整備事例などと異なる点な ど)】
【検ぼヽに 夫したため ＆労した点 ：(栩Sk 凋達 ・施工llなど)】
【整備で生じた111隧臨 ：(学術11 ・ 管 覡1二など) 】
【活用上実施しているイベ ントな ど】




【惻 蓊後の兄学 者の反 応】
【当該遺跡f呆存整闘 簸11文献：(発掘調査報告 書を除く) 】
【コメント】
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●r71;?1:1?S9 茆 丿況 デ ー タ ペ ー ス
畄iliﾀ ﾍﾟ 灘訳こ翼りま亨11 求夕で力‘竃めりま覃－ａﾎﾟﾀ か覧Ｒこ贋りよす
図23 ' 削 昭 淤膊 腦 欧 況データベー スの詳細画面
また、Ⅲ卜孑体 にはないデ ータベ ース版だけ(7)特徴として、いく
つかの遺跡 につい て齠 象が 嫺 寸されていて、惻 茄状況が 理解 しや
すい よ うになっている。
記 述の特徴
このデータベー スは、各フィールドの記 欧内 容が文章記述とな
っているものが多く、全体に １レコードの説丿剄が詳しく文字 数が
多い ﾃﾞ 一ｰ夕となっている。 このため、フ ィールド指定 り|指 定 を
問 わず、全文 検索機能を活川 するこ とで、Ⅲ卜r体 では特に探 すの
に時 間がかかる情 報でも効率的 にア クセ スが可能となっ ている。
フ ィール ドを指定しない検索 では、全フィールドが対象となる
ので、デ 一ヽタベース中のどこに記述されているか、事前 のtl斷 が
つ力瘤 いよ うな内容であっても容易に検索 嶝走である。
ベ ー ス
はじめに
遺瞞7 滂 価 保護 デ ータベースは､［月蔵 文f匕μ1ニュース119 竹
遺跡 の斜而保漣　 遺跡の 保存］T万 鈞 研究 』（奈良文化財研究 所μn
疆 文fﾋJ珍tごン ター、2005) で公表したデータをデータベース化 し
たものである。
挫蔵 文化ilオニュー スには、個別 事枦Jの資料だけではなく、 まと
めにあ たる記事 も掲 股されてい るので、データベー スを公 刑する
















各レコー ドに、 数点ずう の画像を添付してい る。
遺跡の斜面保護データベース心 夕 暹皿こ翼り　 ー ポタ ←賀氏Ｊりま１
図24 造黼の斜面鵬 歡 一゛タベース滋 騁匯朗列
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記述の特徴
-lj帥 説明についての記述は 艮くなること もある。 例えば、名
越叨通については、全体で3,225 こ及ぶチ ータが記職 されて
いる。 このため蠹防の 斜面 保護I ぷ こ用い られた薬剤名での検 索




このデ゛ タベ ースは 現在の ところ、レコード数が ごく ねｆ かで
あ る。
整備事業は個 別の 竹戔 ごとの差 異が大きい とも考え られ るが、
工法ご とに比較 したりといっ たデー タベ ー スや電 子化され た資






㈲4dの辿 構にも現在まで辿存してい るもの と、川 もれてしまっ
て発畆 凋左で発兄される ものとがある。 発抛 凋在によって発見さ
れ た咄 咄!-集成 したものが、発掘庭園デ ータベヽ--ｽである。
2014 年 ３月現在、338 件が登録 されてい る。
フ イーソレド構成









【発畆 勣 ぴ牋 】
【発畆 淵f瀰 剄】
図2発掘庭園データベース詳細画面
このデー タベー スでは、表示されてい るフィール ド以 外の フィ
ール ドも検索対 象とすることが壥 彪であ る。検索対 象となるフィ









































まれてい るので、フィールドを指定しない検索 におい て、読みを
人力 するこ とで 該当す るデ ータをヒ ットさせ ること も可能 であ
る。
鮟 歐 ）特徴
【遺跡f劭j 】【様式 】【絢 戊要素】といったフ ィール ドでは、入
力 してい る用諷 こついて の標 醐ﾋｶt 図 られてい る。
Archaeologically Eχcavated Japanese Gardens
はじめに
発掘庭園デ ータベー スを 僞淵 匕したものが、このデ 一ータベ ース
であ る。内 容だけではなく、ボタンなどの 鴪W,も英 ㈲ﾋ され てい
る。
フィールドの 構成
a鞠III山雨 で衣示 され るフィール ドの英ｍ 汳と 川本誚 汳との対
照は 次の通りである。 ただし、衣示される順 番は英語版 と日本 語
版では 異なっている。
【（ｘｘjc）　　　　　　　　　　　　 【コード番 号】
【name 】　　　　　　　　　　　　　　 【囲41 名称 】
【address】　　　　　　　　　　　　　 【所感地】
[category】　　　　　　　　　　 【雌 郤 吩j】
【邨 ｃ】　　　　　　　　　　 【啖 式】
【啓 】　　　　　　　　　　　 【築 造時期 】
【洫 町 】　　　　　　 殷 殷 】
【ｄｃｎｕlts】　　　　　　　　　　　　　 【構成 墜素 】
【excavation years】　　　　　　　 【発侃 凋がI 渡 】
【excavation organic【11】　　　　　 【発貼 凋介圈 剔】
図26　 発射 仙4 データふ ス英語版
図26 は、日本語版 の発掬斑 園デ ータベ ースで示したもの 図
25） と同じ遺構を示すi 日ノ隘7黻 と妬7 甌 力院 全にふ1応 している
こ とが わかる。
多 笳珸刔応 について 追記
多 郤 淵 匕についての考え 方については、木筐 刈 昿) ところでも
述べた。
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木 簡 字 典 ま４力伺 語 対応 であ る もの の、 多 言 圖 匕さ れ てい るの
は 、 文字 、 図 の タイ トル 、 フ ィー ル ド の名 利等 で あ っ て 、七 夕
の 中 身 そ の もの は 、 口本 語の み であ っ た。
対す る に 、 発 前 超 煢デ ー タベ ー ス とArchaedogically Ｅｘｃａ､ated
Japanese Ｇａｎｊｃｎs は 、２力挧 訂汐)対応 で あ る が 、 中身 も 含 め て翻
訳 さ れ てい る点 が 大 き く 異な る 。 こ 棚 ま、デ ー タ の性 質 の差 に よ
る と こ ろ が 大 き 叺
図25 と図26 に あ げ た レ コー ドの 内 容 を 比 較 す る と 、
ａ２ｎtｕlｙ/妬 告皀 紀　　　　8th/8 讎 己
の よ うに 、容 易 に対応 で き る もの だ け で な く 、
addnｓ/ 所 在 地
Nam  City, Nara Pr・fcctiirc/奈 良 県 奈良 訌 三灸 埓 配 一丁 目
の よ うな 、 必配 付 け もな され て い る。
さ ら に、
ｄｅｎｕlts/植 戊要 素
stream  (stone Ｐａｗd)､omanx ごntal stｏｎ(ｓ,rlｘこk island, pots ｈ･ water
plants, wooden conduit R)r water supply, drainage wooden  conduit/flififl
(孑T激) ・景 石 ・岩 島 ・水性 毓 物 ㈲ 舛・導 水 木 陋 ・休 水木 樋




は じ め に
発 掘 庭 園 デ ー タ ベ ー ス の 英 語 版 と し てArchaeologically
Ｅｘcagled 亅ａrｘｕl(ｘ(iar(k ｓ を1;卯1吋-る だ け で は 、 利 川 者ｊq 吏い や
す い とは､i'え な い｡|| 本 の 庭lj啝)tS 成 要 素 な ど にISljす る 川､i沺) 知
譏 が 必 要で あ る｡
こ う い っ た 要91 に 応 え る た め 、『ONO Kenkichi and Whiter
EDWARDS　 英 対 照|| 本 庭 園 胤 唐辞 典=  Bilingual [Japanese  &
Engﾇish]dictioi･ａｙof,klFlｓ ｃｇａｌｃｎtｃｍ祠 を 元に 作成 され たの が 、
こ のJapanese Ｇａrｄｅｎ Dictionary で あ り 、 地11 しｊ 澂 は669, 叭で あ
る｡
構成
この辞掏 こは、北 沢され たJlj語の ＡＢＣｌ幀に よる索引と、川語
の||豕 叭澎みをローマ字 表記した時の ＡＢＣ順に よる索引 とい う、
ふたつの索引が川意され ている。
図27　114 り鈿卻lj語辞臾 妬函 剣
|1本 の 庭141に 限げ る 川､諏 ま、嶌 鼎 こ､沢され た だけ では そ の 内 容
を 卜分lこJII桷yす る こ と は で きな むヽ の で 、 川 語の 角偉勅; 必 須と な る 。
ひ とつ･ﾉ）例 を 図29 に 萄 ずる｡
こ の 「遣 水 」 の 例 で わ か るよ う に 、 電 子版 の 特申IEを 活 か し て 、
関 泌 頃|| に の 場 合 「寝 殿 造囲41 」 と 「作 庭 記 」）･ 石ヽ’）リ ン クが
帳 ら れ て い る の で 、 リン クを た ど りな が ら 、 次 々 とIS5哇 するII’濔
を 得る こ とが で き る よ うに なっ て い る｡
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図28　 日本ｕ 卻lj訥辞 典囗私 消索引





奈良 文化財研究所は20 万点を超える図 耆を収蔵 してい る。こ
れらは、謌介研究業務において参 考㈲､'Fとして川い るためのもの
である。 所詣 ヌl片の中には、
理報告 かZ)ように、発行 部数が 少なく他 の図 ど館等では所 疆して
い ない ものが多 数含まれている。そこ で蔵 耆を一般に公翊して 専
門家(7)liJ院 のみな らず、広く一般 の方 々の 要望に も答えることと
してい る。
所 漾の有無を調 べるにあたっ ては 、図､t滸 抃 紹こ来て口録 を検
41す るのでは、目的の図 耆がな力つヽた咄 こ無駄足となるなど効 率
が悪 吭 このため、インターネ ットを通じて所蔵図 書データを公






所蔵1潯,lｙ)デー タベースとして通有な，茘 ぼ,1濔 と所蔵t,'濔 を
得ることができる。 検索では，最 初にヒ ットした本のｰ一?かi表示
される。
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区 、藤原 地区、飛Qj資料館 の３力睛 に分ヵれ て収丿箴されてい るこ
と等の特性 を週懈 して活川いただけれ4fと思 う。
報告書抄録データベース
はじめに
発掘調 介報告'､IRま、辿跡に155N｀ る情報を最 も多く収録する とと
もに､ 多く の場 介､唯 一のそし 近 壓 、
発掘調 査のf牛数は年間8,000 件あまりとなってお り （『埋蔵文化
財 ニュー ス157 U （奈 良文化財研究 所埋蔵 文化財セン ター、
2014)) 、 1,800冊から
2､000 ⅢHこ達してい る。
しかし、発畆 洲査報告諏 ま発行部数が少ないこ ともあって、唯
一にして最人の情報源でありながら、利川しや ずい 状況 にある と




を添付 するこ とで、記l卻i 容が把握できる ように図 られている。
そして、この抄録の検索 が容易 となるように、デ ータ心 ス化と
公開を進めてい るのが報告誹抄録データベ －ースであ る。このでた
－ ベースの作成 にあたっては、
埋蔵文化財センターから協力を得ている。
開発の経緯 につい ては、迦 脚芦一タベー スと同 じく 、『遺跡 情




図33 報告書抄録 データベースペ 吩山而
ここで、左端の欄をクリックすることにより、各レコー ドそれ
ぞれβ)､i誨 帖 報を兄ることがで きる。
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図 冽 報告 剖 佩 たデ ータベ ー薦 榊 画 而
このデー タベー スにお いては、ｌ レコー ドは、 発掘調 査報告書
に記載 されている、ひとつひとつの調 査朋 立である。 従って１ 冊
の 刪7 耆が、複 数レコー ドに分解 されて 登録されるこ とも多叺
ユ ニ ッ トの 考 え 方 に つ い て
フ ィー ル ド個 々 に つ い て は 、畄洳､IM こ詳 しり叨 で 、 こ こ で は説
明 を彳1輅 し、 情 報 記 縱の た め に 作 られ た ユ ニ ッ トと い う記1 剣1 位
に つ い て 述 べ る。
【辿 鋤 概 要 】 で は 、 内 容 の 表 現 のた め に 、「1齠I 」 「||¥flこ」「遺
構 」「造 物 」の･1 つ の 部 分 を 基 本 の-XIL と して 設 定 し 、 これ を ユ
ニ ッ ト と呼 ん で い る。 ま た 、 各 部 分iま詞 ｔ 、そ れぞ れの 内 容は 要
素 と呼 从
例 と して 、 あ る 追 繃 こつ い て の 記 述 を 、ユ ニ ッ トの 胝 れ|］ご と
に 改 行 して 示 す と 、
集落一旧石器一石器集中4 ＋刪 呼2－ナイフJ吻i 器ほか/
集落哺 旺文 屶り卜竪穴3 ＋炉 穴9 ＋落とし穴11 ＋土坑2 哺a文土器 りF
草式y芽山式〉／
集落 煢 剋 聯卜｣-JK  l-flli文上器( 黒浜式 ／
集 落jl 文中Jり卜竪穴姓物67+ 落とし穴1 ＋爲腓 川殿10 ＋集石 上坑4 ＋
上吭165+ ピ ット 縄ー 文上器(勝坂II式か ら加曽利 日Il jり 一石 器(石
／
集落 煢 文後抑卜ぷ岐 土器( 葯名 寺毎 堀 之内式) ／
集 落一古代一竪穴建物 卜 箭 訌器11 獅2 細鉄器/
集落41=I世から近||卜 井戸l+ri#L  2+段りJり2 ＋ピット列16+}#  54-
｣ 逎 洶 磁訃 二睇 瞰 土黔 瓦質| 訃 砥石哦 貨
となる。
このよ うに、手鰯|｣が異な るか、l訶劼i 異なれば 、別 の-１一一ｯﾄ
として記載していくことによって、理解しや すい 衣現を 目指して
いる。
時f匂Ｋ分をどこまで細 かくとるのかは難 しし叩ｌ 遶である。 細分
すれj忝 刄そ い うもので もない が、そ うか と言ってあまり大まか
なく くりとなるこ とも望 ましくなし丶
づいでPI扣 すべきである。
検剰 こ適 した記述







としているのは、「黒 浜式よ 器」 と記述す ると、緕は:十器であ る
の かどうかが一般の人にはね かりづ らいか らである。 また、検索
によって、縄文上器力;出上してい る追 祕の数を数えることを 可能
とするとい う凵的 もある。『黒浜式 士器 』とい う書き方ではこの
よ うな概括的 な検索を行 うことができな叭
デ ータの記述に使用する文判 こも注 秡を払 ってい る。こね こは、
考 占？ 上の川 字の問題だけ で1まなく、Windo ｗｓでの又字 コー ド害り




報告荐7)書誌 情報、そして個別 の調 査に閲する情報とい う３種類
の情 報が入っている。 本来であれ4凰 これらは、３つの表の組み
合わt!･としてデータベ ース化されるべき と考えられるが、抄録デ
ータベー スではひ とつの表として 処理している。デ ータの正規化
とい う畆 収力ヽらは、さらなる改良が求められる。
そして、現行 の抄録デ ータペースが、「謌皀」（あ るい1ま、調 杏
に開 する報告）を、ひ とつ のレコードとして組 み立て られている
ものである歇I二、そ のf皀の まとま りを単位とす るデ ータの整備が
求められる。
「遺跡 」を 鼎 立とする情 報は、遺跡デ ータベ ースの充実によっ
て提供され るべきであ る。
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報告劃 少阯デー タベースび：政 良によっ て、「報告書」１冊ずつを





れ てい る情報全休ぺのア クセ スが求められてい る。 冊子体の報 告
書を閲 覧 するのは、奈良文化財研究所湎 疆のものについては、所
疆 叉1書デ 一ヽタベ ースを㈲ 幼fl折1することで実現 可能ではある。 と
は 岔え、辿 陥地の方には簡甲カ ことではなく、1離 浸の肖利 用や 活
癩丿容 易ではな叺
今後、報 告書を 図f フ ァイノレイ匕して閲覧を簡甲1こするこ とが求
められる。 さらには、報告書に記載 されている内容に対 して、全
文テキス ト検索 等が実現することが望ま しいあ り方だ と考える。
ベ ー ス
は じめに
奈良刻 眼4研究所は、南都の が 劼i 所 箴している､1癩 貭 料の調
査研究 を鈿 伺こ渡 叫|樒41して行っ ている。 薬師 寺に も、多くの典
籍 や丈､1冫等力t伝 わっ てい る。調 査研究は 現在 も継続中である が、
これま での成果の づ 邯と して書 誌的 なデー タをデ ータベ ー ス化
して利 用に供しているのが、薬師 か典籍と韜lyデ 一ータペー スであ る。
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図36　 薬師 寺典籍 文＆デ ータベース一覧両而
いずれのフィールドを対象にしてもフィールド指定検索が可
能 で あ り 、
る。
るようになってい
図37 薬師寺典籍幻F データペース誹 園萌
【装幀・形状 】【料紙】といっ た外剏 吻なt剖輟こよ る網羅的 な
検索は､ 電了約 なデ ータペ ースが得意なところである。また、【史
料名 】のようなフ ィづ レドでは、名励のｰ 一部 しかわからない 暘合
でも、全文 検索の機 能を活かして検索 できるこ とも、データベ･-
ｽ ならでは の活用方法であ ると考える。
デ ターペース1薬師寺典籍文書データベース亅　　 登録件数:1627
口i 二昌 惹 鷁 ｒ プ ｆ ‾ ‾司 竸序:ｔ 昇髞ｏａ･１
ｔ 同一視する○　 視しない























余良 市春 日lp砂rに くの 典籍や文 茜
等力i伝 わっている。 その害雹約 なtll濔 について、奈良文化財研 究
所 と奈 良市教育委員 会が共同で調 査し た成果 は、『奈良 市歴史資
料調 在報告書(23) 大宮家 文書目録 （成 各文書）』（奈良市教育 委
貝 会、2007) として公Fﾘされている。

































【法量( 縦) 】【法 債( 横)】
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jl海 鵑 跡 咽 海 原 跡 からは､ 焼き物の硯が数多く出 上してい る。
これらを集成した資料集が、
『 平悛収出亅恟 硯簾 成I　 平城宮聴 』(奈良文ｲ匕財研劭 沂史料第77
集、奈良 灯ﾋ 副研究所、2006)
r勁 友京出上陶 脱集成II 平城 京･ 湖司( 奈良文化 財研劭 沂史料
第80 集、奈良文化財研究所、2007)
と して 刊行され ている。 その内容をデー タベ ース化 したものが、
ヽ|俥必附川 勁覡 デ ータぶ スである。



















と、一連 の 写貞 番号である。そ れｚぞれ4こついて、包含検索、先頭
一黴 検 索、完 全一唇 検索が指定できる。
30
図40 陶硯ﾗ゛一タベースペ 跏 而
検索結 渭 ま、16  flず つ一覧 表示され、サムネイル祠 象と典 こj1
される。この うちの １件を選 択すると、g誨| 樹ll濔 を得ることが
できる。
図41　陶硯データベースJ誨 画而
詳細 町面では １点ごとに、詳しい写貞が添付されている。 冊子




奈良 文化財研究所学 林岬濔 リポジトリは、奈良文ｲ匕μ徇f究 所が













現在提供してい る資料の 和順 は、
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1・ 卜きｔ き皿 魯l戸l
オンライ ンでび冫全文 デ 一ヽ夕の提㈲ ま、資料に対す る検索の而で、
冊子体 では 実現できない利便哇を提供できる。　しか し、Ⅲ卜引 似 ）
資挧 こも、パソコンやインターネット接 続といった道具立てを必
要 としない点や、情 報を簡 単に一覧 できる点な どの不l点 も多 八
今後 とも、これ
展するよ うに努めたい，
